
請願第16号

とヽじめ事鉾:こ対して真摯とこ験参経むことを求める請腰

要旨

整齋 導辱錆蓄
尋Eみ事件とこ真肇に取り組み、被害者生徒が安Fさして逓学できる環境を

理由                      イ

私たちは、町理市第二小学校で現在起きているいじめ事件に対して、深い悲しみと〕廣り

鍵羞攀甚轟摯軽讐豊轟
=扉

翼蚕募9景垂態審督各デ尋衛き舛薮警警窒
ら

ユテて長藩に渡って違学できな善ゝ状況に賂っています。

霧  甕
:を認識した上で語し合いが重ねられました。
論点は変爺し、学校長や教育委員会は「モヽじ

書吾尋再覇暴睾嘉義攀露嚢:藝繋潔蓮素
犠翼羅載難夢税醒 露 宮驚   羞 委員会が
認議できていなとヽこととま、町露嘉教育行政の大きな遇夫でをまないでしょうか。
_と じヽみ鋳圭煮策推進法 :こおいても「しヽじめられたかどうかは被害者側の立場によって判
新される曇べきである警が定みられてしヽますが、本件では学校と教育委員会ともに「いじめ
かどうか嫉校長割断」であると憂答しています。このような、学校長の意向だけでいじめを
慈べ予ヽ義来る「いじめの定義」は、被害児童の人権さえ無視する重大な問題です。
教育委員会として、いじめ事件を縣議せずに真摯に取り組み、現在通学が出来なくなっ

てしまっている被害者児童が安心して通学が農来る環境を作ると共に、このような痛ましい
事露の壽発防圭にぬけた誠実な煮応を強く望みます。




